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１．研究計画の概要
情報が多様化かつ増大した情報社会の現
代において、企業はますます総合的な問題の
解決を迫られ、物事を総合的に処理していか
なければならない時代になった。同時に解決
すべき問題そのものを設定する能力も必須
になっている。こうした意味でも創造性は、
全ての現代人にあまねく求められている資
質である。しかし、これまで国内外での創造
性の測定に関する理論的蓄積は、少ないのが
現状である。研究が盛んに行われていた 1960
年代から 1970 年代にくらべ、現在での研究
は盛んであるとは言えない。たとえば、アメ
リカ心理学会誌に掲載された論文のうち、創
造性に関する研究は１％にも満たないのが
現状である。従来の研究蓄積の中では、米国
におけるギルフォードの SI モデルやトーラ
ンスの TTCT が典型例として指摘できるが、
これらはビジネスにおける創造性を測定す
るという観点からは不十分である。したがっ
て、われわれは、ビジネスにおける創造性発
揮を認知的に把握することで、そもそもビジ
ネスにおける創造性はどのように定義され、
どのような尺度で測定可能であるかを、実証
的に分析する必要があると考えるに至った
のである。こうした測定ができれば、創造性
の育成や促進といった手法に関する知見も
明らかになり、より実践的な応用が可能にな
るはずである。
以上の研究背景と研究目的のもと、4 年間
の研究機関において、ビジネスにおける創造
性に関わる先行研究の収集と整理、ビジネス
における創造性の定性的分析の実施、ビジネ
スにおける創造性に関する定量的分析の実
施を研究計画の中心において、研究を進めて

いる。

２．研究の進捗状況

現時点では、調査全体の3年間が経過した。
3年間の研究によって、大きく３つの成果が
得られた。第1に、創造性研究の体系的レビ
ューと経営者に対するインタビューによっ
て、ビジネスにおける創造性を関する分析モ
デルを構築した。第2にビジネスにおける創
造性を促進する要因に関するパイロット調
査の実施である。第3に、それらの中間的な
研究結果を海外学会で発表することである。

第1については、収集された文献資料
から、創造性の概念について分析し、創
造性を新奇性と有用性と捉えることが、
ビジネスにおける創造性測定の基礎と
なることを確認した。また、経営者イン
タビューから得られた言及を活用して、
ビジネスにおける創造性の特徴を明ら
かにする作業を行った。この分析結果と
先行研究から、ビジネスにおける創造性
を捉えるアプローチとして、パーソナリ
ティ、能力などの4つの観点から捉える
ことが合理的であるという結論に至っ
た。

第2については、A社の営業担当者に対して、
実施することができた。具体的には、まず、
調査項目の妥当性チェックのため、専門家
（経営学者および企業人事担当者）による内
容チェックを行い、いくつかの修正を行った
後、A社の従業員を対象にパイロット調査を
行った。その結果、ビジネスにおける創造性
が、いわゆるIQテストで測定される収束的思
考能力とは弁別可能であること、同時に創造
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性はビジネスにおけるパフォーマンス（人事
考課結果など）と相関することが明らかにな
った。また、ビジネスにおける創造性を規定
する要因として、おおきく、パーソナリティ、
モチベーション、能力、環境という4要因が
重要であり、それらのコントロールが創造性、
ひいてはパフォーマンスを向上させること
が示された。
第 3については今後の詳細な分析が必要で
あるが、途中経過として、国際学会で報告し、
当学会の論文集にも掲載された。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
(理由) 前述の研究計画の概要と進捗状況を
照らし合わせると、当初の研究目的であるビ
ジネスにおける創造性の実態に迫る研究成
果が順調に得られていると判断できる。

４．今後の研究の推進方策
最終年度に当たる本年度は、研究成果をま
とめ、公表することを第 1 の課題としたい。
その際、図書として出版することを計画して
いる。また、本年度も昨年度同様研究成果を
国際学会で報告することで、成果の公表を行
いたいと考えている。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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